
南海トラフ
巨大地震に備えて

「南海トラフ巨大地震を知る」

駿河湾から四国沖にいたる太平洋岸では、マグニチュード8クラスの巨大地震が、過去に約100～150年周期で繰
り返し発生しています。南海トラフを震源とする３つの地震、東海地震・東南海地震・南海地震です。このうち東
海地方では、1854年の安政東海地震から160年近くが経過し、巨大地震の空白域となっています。

100〜150年周期で発生。
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出典：国土交通省中部地方整備局ホームページ
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